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支
部
長　

池
上　

修
生

支
部
長
ご
挨
拶

　

昨
年
度
よ
り
支
部
長
の
役
職
を

お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、

早
や
一
年
が
過
ぎ
、
す
で
に
九
月

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
ご
存
じ
の

通
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
い
第
一
波
が

過
ぎ
、
第
二
波
が
お
し
よ
せ
る
中

で
本
部
・
支
部
事
業
の
ほ
と
ん
ど

が
中
止
に
な
り
支
部
の
運
営
も
困

難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、　

前
年
度
は
目
標
を
た

て
、
そ
れ
を
ど
う
実
現
す
る
か
思

案
の
一
年
で
し
た
。
今
年
度
は
、

そ
れ
を
実
現
す
る
一
年
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と

も
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
願
い
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
当
初
の
目
的
を
実

現
す
る
た
め
、
令
和
二
年
度
は
以

前
と
は
違
う
実
施
方
法
で
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
研
修
事
業
で

は
、
講
習
会
に
よ
り
会
員
一
人
ひ

と
り
の
資
質
向
上
を
図
る
と
い
う

目
的
で
、
今
年
度
「
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
」
と
題
し
て
各
種
講
習
会

を
計
画
し
ま
し
た
。
今
月
か
ら
教

室
経
営
管
理
講
座
を
か
わ
き
り
に

十
月
は
珠
算
指
導
者
養
成
講
座
、

そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
講
座
な
ど
今
年

度
六
月
ま
で
、
実
施
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。
た
だ
心
配
さ
れ
る

の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
で
す
。
そ
こ
で
、
そ

れ
に
対
し
て
は
で
き
る
限
り
三
密

を
避
け
。
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
取
り
入
れ
な

か
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
検
定
事
業
で
は
受
験
者

増
加
対
策
と
し
て
、
支
部
検
定
委

員
会
が
主
催
す
る
新
フ
ラ
ッ
シ
ュ

暗
算
検
定
試
験
の
実
施
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
試
験

前
日
の
土
曜
日
に
岡
山
県
珠
算
会

館
で
県
南
地
域
を
対
象
に
実
施
し

ま
す
。
そ
し
て
後
に
は
、
岡
山
県

全
地
域
か
ら
受
験
で
き
る
よ
う
に

県
北
部
地
域
の
会
場
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

競
技
事
業
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
事
業
が
中
止
と
な
っ
て

い
て
今
後
の
見
通
し
が
立
ち
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
従
来
の
通
信
大
会

で
は
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
競
技
大
会
が
で
き
な
い
か
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
各
地
区
ま

た
は
各
地
域
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋

ぎ
、
答
案
の
採
点
結
果
な
ど
も
オ

ン
ラ
イ
ン
処
理
し
て
結
果
を
通
信

大
会
当
日
に
発
表
す
る
と
い
う
実

施
方
法
で
す
。
今
は
ま
だ
検
討
中

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
で
何

か
い
い
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
支
部

事
務
所
ま
で
遠
慮
な
く
ご
提
案
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

そ
し
て
今
後
に
つ
い
て
は
、
も

ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
す
る
こ

と
を
願
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
上
手

く
付
き
合
っ
て
い
く
方
法
を
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
さ
ら
に
は
、
自
分
た
ち
の

活
動
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
支
部
に
お
い
て

は
、会
議
は
リ
モ
ー
ト
（
遠
隔
地
）

で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
こ
と

や
、
業
務
そ
の
他
の
デ
ー
タ
は
一

元
化
し
て
、
ど
こ
に
い
て
も
イ
ン

フ
ラ
（
電
源
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
）
さ
え
整
っ
て
い
れ
ば
他
の

人
に
会
う
こ
と
な
く
ど
こ
か
ら
で

も
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ホ
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
が
自
分
た
ち
珠
算
人

に
も
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

出
席
者
（
敬
称
略
）

池
上
・
吉
田
・
若
林
・
片
岡
（
か
）・

杉
本
・
金
光
・
片
岡
（
つ
）・
山
本
・

小
林
・
落
合
・
嘉
数
・
近
藤
・
山

野
・
豊
田
・
問
田
（
隆
）・
高
木
・

亀
山
・
平
上
（
博
）・
繁
森
・
遠
藤
・

首
尾
木

【
合
同
会
議
】

○
支
部
長
あ
い
さ
つ

　

�　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
・
授
業
の
必
要
性
を

感
じ
て
、
今
の
こ
の
状
況
や
時

代
に
乗
っ
て
前
向
き
に
動
い
て

く
だ
さ
い
。

○�

各
執
行
部
か
ら
の
経
過
報
告
お

よ
び
地
区
長
会
へ
の
お
願
い

　
研
修
学
対
部

　

⃝�

令
和
二
年
度
支
部
講
習
会
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
提
出
と
参
加
の

お
願
い
。

　

⃝��‌

八
月
三
十
日
の
指
導
者
講
習

会
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
併
用
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

⃝��
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

を
今
年
度
実
施
す
る
こ
と
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

⃝��

令
和
二
年
度
の
第
六
七
回
全

国
珠
算
研
究
集
会
は
中
止

（
石
川
県
：
令
和
三
年
三
月

二
十
八
日
）
で
す
。

　
検
定
部

　

⃝��

受
験
票
に
つ
い
て
（
書
き
方

の
お
願
い
、用
紙
に
つ
い
て
）

　

⃝��

試
験
実
施
に
つ
い
て
（
名
簿

の
作
成
・
名
前
の
訂
正
と
そ

の
時
期
・
受
験
者
の
確
認
と

審
査
）

　
競
技
部

　

⃝��

岡
山
県
ち
び
っ
こ
そ
ろ
ば
ん

大
会
の
実
施
に
つ
い
て
。

　
　

�

会
場
は
予
約
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
開
催
は
難

し
い
。

　
　

⬅�

常
任
委
員
会
に
て
中
止
が

決
定
。

　

⃝��

県
下
通
信
暗
算
競
技
大
会
は

会
場
が
各
教
室
な
の
で
、
実

施
可
能
。

　
　

⬅�

常
任
委
員
会
に
て
実
施
が

決
定
。

　
　

�

一
面
下
側
の
記
事
欄
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　

⃝��

中
国
五
県
大
会
・
全
日
本
大

会
・
全
日
本
通
信
は
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
部

　

⃝��

五
月
十
五
日
「
珠
算
お
か
や

ま
」
発
行
。

　

⃝��

Ｐ
Ｒ
事
業　

一
月
か
ら
三
月

に
新
聞
掲
載
と
ウ
ェ
ブ
掲
載

を
実
施
。

　

⃝��

Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
の

修
正
に
つ
い
て

　
　

�

本
部
Ｈ
Ｐ
掲
載
と
支
部
Ｈ
Ｐ

掲
載
は
違
う
の
で
気
を
つ
け

て
ほ
し
い
。

　

総
務
部

　

⃝��
本
部
規
則
集
令
和
二
年
度
版

か
ら
は
、
本
部
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

Ｃ
Ｄ
配
布
に
な
っ
て
い
ま
す

　

⃝��

令
和
二
年
度
総
会
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
書
面
決
議
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
　

⬅�

常
任
委
員
会
に
て
実
施
が

決
定
。

　

⃝��

選
挙
に
つ
い
て
は
、
臨
時
総

会
と
本
部
報
告
の
時
期
が
四

月
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

�

前
年
度
一
月
の
合
同
会
議
で

の
通
り
令
和
三
年
一
月
の
公

示
（
一
月
七
日
木
曜
日
）

　

⃝��

本
部
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
会
議
、
講
習
会
は
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
す
る
よ
う
お
願

い
が
あ
り
ま
し
た
。

【
地
区
長
連
絡
会
】

　

⃝�

支
部
規
程
集
に
つ
い
て

　
　

�

支
部
規
程
集
を
Ｃ
Ｄ
で
配
布

し
て
く
だ
さ
い
。

　

⃝�

受
験
票
に
つ
い
て

　
　

�

受
験
者
用
の
記
入
例
等
を
作

成
し
て
ほ
し
い
。

　

⃝�

試
験
実
施
に
つ
い
て

　

○�

伝
票
算
で
計
測
中
七
分
よ
り

前
に
し
て
お
い
て
も
良
い
の

は

　

①�

伝
票
に
折
り
目
を
つ
け
る
。

　

②�

の
り
（
メ
ク
ー
ル
）
な
ど
を

使
う
。

　

③
指
サ
ッ
ク
を
つ
け
る
。

　

※�

そ
の
他
は
試
験
実
施
要
領
に

準
拠
す
る
。

常
任
委
員
会
・

　
地
区
長
連
絡
会 

開
催

令
和
二
年
七
月
十
二
日
（
日
）　

九
時
～
十
二
時

於　

岡
山
県
珠
算
会
館
２
Ｆ　

 

リ
モ
ー
ト
参
加

■大会等中止のお知らせ■
○小学校ボランティア事業
○岡山県ちびっこそろばん大会
　令和２年10月４日（日）
○全日本通信珠算競技大会（各地区）
　令和２年10月18日（日）
○第67回全国珠算研究集会（石川県）
　令和３年３月28日（日）

令和３年（2021年）
１／７（木）　選挙公示日（選挙管理委員会発足）
２／４（木）　選挙管理委員会（立候補受付日）
２／８（月）　推薦委員会（定員に達していない場合）
２／17（水）　役員選挙投票締切日
２／18（木）　選挙管理委員会（選挙開票日）

選挙日程　令和３年度～令和４年度 岡山県通信暗算競技大会のご案内
［日　 程］

令和２年11月30日（月）～12月６日（日）
（詳細は後日送付）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
為
、
総
会
は
書
面
決

議
に
な
り
ま
し
た
。

表
彰�

（
敬
称
略
）

☆
本
部
表
彰

［
特
別
功
労
表
彰
］

　
　
　
　
　

平
上　

一
孝（
賀
陽
）

［
役
職
勤
務
表
彰
］

�

（
本
部
理
事
十
年
二
ヶ
月
）

　
　
　
　
　

平
上　

一
孝（
賀
陽
）

［
永
年
在
籍
表
彰
］
本
部

五
十
五
年　

落
合　

正
治（
井
原
）

四
十
年　
　

中
野　

智
惠（
吉
備
）

二
十
年　
　

小
笠
原
光
男（
備
南
）

［
検
定
事
業
表
彰
］
本
部

　

検
定　

一
、
〇
〇
〇
以
上

　
　
　
　
　

豊
田　

澄
子（
津
山
）

　
　
　
　
　

松
岡
え
み
子（
岡
山
）

　
　
　
　
　

小
笠
原
光
男（
備
南
）

［
永
年
在
籍
表
彰
］
支
部

十
五
年　
　

該
当
者
な
し

十
年　
　
　

該
当
者
な
し

定
数
報
告

　
　
　

会
員
総
数�

八
十
名

　
　
　

有
効
回
答
数�

七
十
一
名

　
　
　

無
効�

一
名

　
　
　

無
回
答�

八
名

　

正
会
員
数
八
十
名
の
過
半
数
に

達
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成
立
す

る
こ
と
を
報
告

［
議
事
］

第
一
号
議
案

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
承
認
の
件

　
　
　

承
認�

七
十
名

　
　
　

未
承
認�

一
名

�

第
一
号
議
案
［
承
認
］

第
二
号
議
案

　

令
和
二
年
度
事
業
計
画
案
及
び

収
支
予
算
案
承
認
の
件

　
　
　

承
認�

七
十
名

　
　
　

未
承
認�

一
名

�

第
二
号
議
案
［
承
認
］

第
三
号
議
案

　

令
和
二
年
度
小
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
中
止
の
承
認
の
件

　
　
　

承
認�

七
十
一
名

　
　
　

未
承
認�

〇
名

�

第
三
号
議
案
［
承
認
］

※
本
部
表
彰
伝
達
式
を
指
導
者
講

習
会
の
冒
頭
で
行
な
い
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
日
常

生
活
を
は
じ
め
、
教
室
運
営
に
も

苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

連
盟
で
も
検
定
試
験
以
外
の
諸

行
事
の
中
止
を
や
む
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
日
も
早
く
終
息
す
る

こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
中
で
も
、
組
織
や
教
室
等

の
運
営
は
止
め
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。

　

二
十
年
前
に
Ｉ
Ｔ
基
本
法
が
制

定
さ
れ
て
か
ら
目
覚
ま
し
く
情
報

通
信
技
術
が
進
展
し
、
私
た
ち
の

生
活
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
有
事
を
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
て
岡
山
県
支
部
で
は
各
種
の

会
議
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
、
い
わ
ゆ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
で
支
部
役
員
や
会
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
今
ま
で

の
よ
う
に
、
対
面
に
よ
る
会
議
や

研
修
が
、
よ
り
正
し
く
又
効
果
や

成
果
が
あ
る
こ
と
は
論
ず
る
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
進
ん
で
行
く
方

向
は
間
違
っ
て
な
い
と
誰
も
が
考

え
ま
す
が
、
現
代
社
会
は
超
高
齢

化
社
会
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
珠

算
の
指
導
者
は
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
会
員
が
絶
対
多
数
で
す
。
私

自
身
も
す
で
に
後
期
高
齢
者
で
あ

り
Ｉ
Ｔ
に
対
し
て
全
く
不
勉
強
で

あ
り
、
必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
も

中
々
初
歩
段
階
か
ら
前
に
進
み
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
高
齢
会
員
を
丁

寧
に
指
導
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
楽
し
く
活
用
し
、

諸
々
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。



（ 2 ）　　第１８４号� ２０２０年（令和２年）９月15日珠 算 お か や ま

合

格

お

め

で

と

う

地震発生時の行動

第
三
九
七
回
・
第
三
九
八
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

第
三
九
七
回
（
珠
算
）

　

九
段　

藤
井　

宏
夢
（
吉
備
）

　

七
段　

池
田　

慎
平
（
岡
山
）

　

五
段　

影
山　

汀
紗
（
高
梁
）

　

四
段　

近
藤　

岬
希
（
美
咲
）

準
四
段　

大
瀧　

夏
緒
（
賀
陽
）

準
参
段　

影
山
ひ
か
り
（
高
梁
）

第
三
九
七
回
（
暗
算
）

　

八
段　

岩
野　

侑
輝
（
美
咲
）

　

六
段　

伊
藤　

崇
志
（
吉
備
）

準
六
段　

小
野
田
巧
海
（
邑
久
）

準
五
段　

三
垣　

明
生
（
岡
山
）

　
　
　
　

佐
田
尾
百
桃
（
倉
敷
）

準
四
段　

長
尾
優
太
朗
（
岡
山
）

　
　
　
　

神
尾　

玲
妃
（
備
南
）

　

参
段　

上
原　

大
知
（
倉
敷
）

準
参
段　

後
　

敬
介
（
岡
山
）

　
　
　
　

加
藤　
　

遼
（
岡
山
）

　

残
暑
も
厳
し
い
で
す
が
皆
さ
ん
体

調
は
大
丈
夫
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
が
例
年
と
違
う
の
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
マ
ス
ク
を
着

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

熱
中
症
の
リ
ス
ク
も
上
が
る
よ
う
で

す
。
生
徒
へ
の
対
策
も
も
ち
ろ
ん
大

事
で
す
が
私
た
ち
指
導
者
自
身
の
対

策
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で

体
験
し
た
事
の
な
い
こ
と
ば
か
り
で

戸
惑
っ
た
り
焦
る
余
り
、
怒
り
が
増

し
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
感
情
を

キ
ャ
ッ
チ
し
不
安
に
な
る
…
そ
れ
は

指
導
者
と
し
て
は
い
か
が
な
も
の
か
、

私
は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
「
感
情

は
凪
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
な
る
べ

く
穏
や
か
に
今
を
乗
り
越
え
た
い
と

思
い
ま
す
。�

（
Ｙ
・
Ｊ
）

編
集
後
記

　
　
　
　

千
原　

小
牧
（
東
備
）

　
　
　
　

首
尾
木
清
花
（
倉
敷
）

　
　
　
　

太
安　

芭
奈
（
高
梁
）

第
三
九
八
回
（
珠
算
）

準
五
段　

河
村　

菜
緒
（
美
咲
）

　
　
　
　

田
中　

愛
結
（
岡
山
）

　

四
段　

矢
鳴　

真
衣
（
高
梁
）

準
四
段　

植
田　
　

海
（
津
山
）

　

参
段　

森　
　

彩
乃
（
矢
掛
）

　
　
　
　

平
松　

花
菜
（
矢
掛
）

　
　
　
　

中
村　

哲
也
（
矢
掛
）

　
　
　
　

山
﨑　
　

優
（
岡
山
）

　
　
　
　

影
山
ひ
か
り
（
高
梁
）

準
参
段　

岩
坪　

信
至
（
岡
山
）

退

会

者

　

令
和
元
年
度
退
会
者

　

岡
山
地
区

　
　

多
田　

照
子

　

新
見
地
区

　
　

後
藤　

菜
摘

　

令
和
二
年
八
月
十
日
（
月
）
岡

山
県
珠
算
会
館
に
て
公
益
社
団
法

人
全
国
珠
算
教
育
連
盟
、
顧
問　

平
上
一
孝
先
生
と
国
立
大
学
法
人

岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

三
年　

藤
井
宏
夢
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
国
際
社
会
に
お
け
る
珠
算
教

育
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
も
と
に
藤

井
さ
ん
が
研
究
発
表
を
す
る
た
め

に
、
平
上
先
生
か
ら

国
際
社
会
や
日
本
で

の
珠
算
教
育
の
現
状

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
説

明
を
受
け
、
藤
井
さ

ん
は
熱
心
に
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

藤
井
さ
ん
か
ら
の

意
見
の
中
に

「
今
コ
ロ
ナ
で
で
き

珠
算
教
育
と

国
際
交
流
に
つ
い
て
の

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

令
和
二
年
八
月
十
日
（
月
）
十
三
時
～

於
：
岡
山
県
珠
算
会
館

な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
承
知
し
て
い
ま

す
が
、
来
年
は
少

し
で
も
大
会
の
よ

う
な
も
の
が
で
き

れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

人
と
対
面
し
な
が

ら
の
大
会
で
の
緊

張
感
が
将
来
大
学

受
験
や
就
職
試
験

な
ど
に
も
役
立
つ

と
考
え
て
い
ま

す
。」
と
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
意
見

は
、
多
く
の
大
会

に
出
場
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
出
る
も

の
な
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
対
談
を
も

と
に
ど
の
よ
う
な

研
究
発
表
が
で
き

る
の
か
と
て
も
楽

し
み
で
す
。

日時　令和２年８月30日（日）

場所　岡山県珠算会館
　　　オンラインによるリモート参加

講師　岡山市消防局
　　　岡山市北消防署消防係
　　　　中田　規彰先生

演題　「珠算指導及び検定試験時における
　　　　　　　　　　　　　防災対応について」

第
三
九
八
回
（
暗
算
）

　

八
段　

平
島　

遼
成
（
美
咲
）

　
　
　
　

秦　
　

愛
莉
（
東
備
）

　

七
段　

大
熊　

悠
太
（
岡
山
）

　

四
段　

下
村
愛
香
里
（
東
備
）

　
　
　
　

太
安　

芭
奈
（
高
梁
）

準
四
段　

犬
飼　

百
音
（
備
南
）

　

参
段　

土
居　

咲
月
（
美
咲
）

　
　
　
　

狩
屋　

拓
翔
（
岡
山
）

　
　
　
　

宮
脇　
　

諒
（
岡
山
）

　
　
　
　

小
武
守
玲
舞
（
東
備
）

準
参
段　

影
山
ひ
か
り
（
高
梁
）

　
　
　
　

柿
本　

雅
人
（
備
南
）

　
　
　
　

中
野　

美
桜
（
倉
敷
）

珠算指導者講習会

　ネットで講習会を受けるのも初めての経験でしたが、時代も進みこのような時代に進ん
で行くのかと感じました。
　高齢者になっても絶えず勉強し何でもやってやろう主義が必要と感じております。コロ
ナの起点がそれにマッチして世の中の変化が見られ、これも世界的な傾向と考えます。こ
れまでは受講者同志が親しく近況を語り、終了すると講師を囲み掘り下げた質問をしなが
らの会食でしたが、大きな変化が起こりつつあります。ネットに参加するには、やはりパ
ソコンでのネットワークに加入しておけば訳なく受講可能で、一家に一台望ましいのです
が、月額数千円掛かるのですが、世の中の流れとして同調して行かねば成りません。
　今後も更に進んで利用が多くなりますが、あたりまえとして慣れて頂かなくてはと思い
ます。これも経費節減に繋がる要素となり、支部の運営の見直しも同時に考え、方向転換
の起点ともなるようです。
　しかし、大切なことは珠算振興に沿ったことを忘れては成りません、今後大きく変化し
て行くようですが、会員一同協力しあって着実に歩みたいものです。
　食わず嫌いにならず意欲的に挑戦しましょう。
　　令和２年８月30日
� 全珠連岡山県支部 参与　原田　忠文

インターネットでの講習会に参加して

１　頭を守り、安全確保
　⃝�机の下などにもぐり、机の足を持つ。
　⃝�あわてて外に飛び出さない。

２　逃げ道を確保する。
　⃝�揺れが収まったら、ドアや窓を開け

て、すぐ逃げられるように逃げ道を
確保する。

　⃝�ガラスの破片等が落ちているので、
靴やスリッパを履いて移動する。

３　�電気のブレーカーを切る。
　⃝�漏電などによる火災を防ぐ。
　※�漏電ブレーカーを設置しておけば、

揺れを感知して自動的にブレーカー
が切れる。

４　避難する。
　⃝�貴重品を持って、安全な場所に避難

する
　⃝�外に出る際には、落下物に注意する。
　⃝�検定試験受験者、生徒の避難状況を

確認する。

５　火災が発生したら
　⃝まず避難する。
　　�（貴重品を持って、安全な場所に避

難する。）
　※�事前に非常口、誘導灯を確認してお

きましょう。

６　避難が完了したら
　⃝�検定試験受験者、生徒の負傷の有無
　　�避難状況を確認する。


